
再評価審議対象事業一覧表　（ １ 事業） 別表１

進捗率 事業の置かれている状況

（H30.6） （現状での課題）

当該事業区間は、上町断層帯
に縦断的に近接しており、事
業計画にあたり、上町断層帯
が構造物に与える影響を踏ま
えた鉄道構造形式の検討に期
間を要したため。

2040年度頃

無し

CO2排出削減量4,609t/年
NOx排出削減量12.3t/年
SPM排出削減量0.8t/年

○踏切渋滞の解消
・踏切渋滞の解消による周辺道路の交通

の円滑化

○歩行快適性の向上
・踏切除却による歩行者・自転車利用者

の移動円滑化と利便性の向上
・歩行者や自転車と自動車交通の分離に

よる安全な通行環境の確保

○緊急車両のアクセシビリティの向上
・緊急車両の搬送時間短縮による救命救

急活動の支援

〇防災性の向上
・津波避難時の避難路形成

○高架下空間の活用
・商業施設の誘致により、人々が集う活

気と賑わいある空間を創出
・駐輪場、駐車場等の整備により、駅周

辺の安全かつ円滑な交通を確保

○費用便益比

B／C＝1.05【事業全体（関
連事業を含む）】
　総便益　B＝346.5億円
　総費用　C＝330.3億円

※評価時点　H30年度
※費用便益算定の根拠
「費用便益分析マニュアル
＜連続立体交差事業編＞
（H30.2）」
国土交通省 道路局 都市局

○渋滞損失時間の削減
41万人時間/年

※H42将来ネットワークか
ら自動車を対象に算出

  事業費　　　　　  約 565億円
（内訳）測量設計費　約  22億円

用地補償費　約  48億円
工事費  約 495億円

　関連事業費　　　  約  40億円
（都市計画道路2路線）

 延長 ：L＝約3.0km
 関連側道延長　：L＝約2.3km
 高架化される駅：浅香山駅、堺東駅
 踏切除去数　　：10箇所

〇踏切除却と側道整備に
 よる交通の円滑化と安全
 性の確保

〇駅前広場の再開発によ
 る駅周辺の活性化

〇災害時における避難経路
 確保等による防災性の向
 上

2009年度

-

途中段階の整備効果
発現状況

市 民 の ニ ー ズ
自然環境等への

影響と対策

事　業　内　容
及　び

事　業　コ　ス　ト

採択年度

評　価

市の評価

完成目標年度

中　止

継　続

見直し

特に無し

継続

事業
種別 事　業　名

街
路
事
業

南海高野線
連続立体交

差事業

定量的評価

事業が長期間
要している理由

事業効果の発現状況

定性的評価

※堺市公共事業評価監視委員会の意見具

申を受けて追加した箇所は赤字とした。



再評価個票（その１）

事 業 名 南海高野線連続立体交差事業

事 業 箇 所 堺市堺区遠里小野町～榎元町

再評価理由 準備・計画段階で 5 年間を経過している事業 

事業が長期間要

している理由

当該事業区間は、上町断層帯に縦断的に近接しており、事業計画にあたり、

上町断層帯が構造物に与える影響を踏まえた鉄道構造形式の検討に期間

を要したため。

事
業
概
要

目   的

本事業は、南海電気鉄道南海高野線の大和川～大阪中央環状線付近約 3
㎞において鉄道を高架化することにより、10 か所の踏切を除却し、都市

内交通の円滑化を図るとともに、分断された市街地の一体化による都市の

活性化を図る事業である。

内   容

延長 L＝約 3.0km、関連側道延長 L＝約 2.3km 
高架化される駅：浅香山駅、堺東駅

踏切除去数：10 箇所 

事 業 費

事業費  約 565 億円 
（内訳）測量設計費 約  22 億円 

用地補償費 約  48 億円 
工事費  約 495 億円 

関連事業費  約  40 億円 

維持管理費 約 3.3 百万円 / 年 

上 位 計 画 堺市マスタープラン「さかい未来・夢コンパス」（平成 23 年 3 月） 
堺市都市計画マスタープラン（平成 10 年 10 月策定、平成 24 年 12 月改定） 

関 連 事 業 ・都市計画道路 築港天美線

・都市計画道路 三国ヶ丘線

事
業
の
進
捗
状
況

経    過

計画時の想定 現時点での状況

事業着手年度 2009 年度 
事業認可予定 2012 年度 
完成予定年度 2022 年度 

事業着手年度 2009 年度 
事業認可予定 2021 年度 
完成予定年度  2040 年度頃 

進 捗 状 況
（平成 年度末） 

―
断層を考慮した構造形式の検討

（2011 年～2017 年） 

途 中 段 階 の

整 備 効 果

発 現 状 況

なし

課   題

※堺市公共事業評価監視委員会の意見具申

を受けて追加した箇所は赤字とした。 



再評価個票（その２）

事
業
を
巡
る
社
会
情
勢
の
変
化

事
業
目
的
に
関
す
る
諸
状
況

南海高野線は、現在は地表を走る鉄道であることから臨海部と内陸部をつなぐ

道路と鉄道が交差する箇所には、踏切が存在しており、現在はそこで渋滞が発生

し、円滑な交通の確保が難しい状況にある。また、臨海部と内陸部を分断し、地

域の一体的なまちづくりを妨げている。

地
域
の

状
況

・朝夕のピーク時を中心に踏切遮断時間が 1 時間当たり 30 分程度となり、交通

渋滞が発生している。

・踏切解放時の歩行者、自転車、自動車の錯綜により、安全性に問題がある。

・鉄道により地域が分断され、東西地域の一体的発展が阻害されている。

市
民
の

ニ
ー
ズ

・踏切除却と側道整備による交通の円滑化と安全性の確保

・駅前広場の再開発による駅周辺の活性化

・災害時における避難経路確保等による防災性の向上

事
業
効
果
の
定
量
的
評
価

費
用
便
益
分
析

計画時の想定 現時点での状況（変更点）

○B／C＝1.19【事業全体（関連事業

を含む）】

総便益 B＝328.7 億円 
総費用 C＝274.2 億円 

※評価時点 H20 年度

※費用便益算定の根拠

「費用便益分析マニュアル＜連続

立体交差事業編＞（H20.11）」 
国土交通省 道路局 都市・地域整備局

※利用 OD 表

平成 17 年度道路交通センサスベー

ス平成 42 年将来 OD 表

○B／C＝1.05【事業全体（関連事業を含

む）】

総便益 B＝346.5 億円 
総費用 C＝330.3 億円 

※評価時点 H30 年度

※費用便益算定の根拠

「費用便益分析マニュアル＜連続立体

交差事業編＞（H30.2）」 
国土交通省 道路局 都市局

※利用 OD 表

平成 17 年度道路交通センサスベース

平成 42 年将来 OD 表（H25 修正版）

そ
の
他

の
指
標

○渋滞損失時間の削減：41 万人時間/年
※H42 将来ネットワークから自動車を対

象に算出

※堺市公共事業評価監視委員会の意見具申

を受けて追加した箇所は赤字とした。 



事業費 約５６５億円 

 うち、測量設計費 約 ２２億円 

    用地費   約 ４８億円 

    工事費   約４９５億円 

関連事業費     約 ４０億円 

事業のスケジュール・事業費 

 

・都市計画決定 ：2020年度（予定） 

・事業認可   ：2021年度（予定） 

 （当初事業認可予定：2012年度） 

・完成予定   ：2040年度頃 

 （当初完成予定  ：2022年度末) 

 

〇事業費  〇事業のスケジュール 

南海高野線連続立体交差事業区間：約3.0kｍ 

中
央
環
状
線 

     鉄道 
     側道 
     関連事業 

N 

堺東駅 

浅香山駅 

※関連事業区間及び関連
事業費を追記した。 



まとめ 

①費用便益分析 

  ・全体事業（関連事業を含む）における費用便益比 1.05   

②踏切渋滞の解消 

③安全で快適な歩行環境の確保 

  ・踏切による損失時間解消、安全な歩行環境の確保 

④緊急車両のアクセシビリティの向上 

⑤高架下空間の活用 

■事業効果 

 

事業の実施により十分な効果発現が期待できる 
 

早期に事業着手し、2040年度頃の事業完了を目指す 
 

※堺市公共事業評価監視委員会の意見
具申を受けて追加した箇所は赤字とした。 


	再々評価一覧表



